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東京ガス株式会社 サステナビリティ推進部 

 

東京ガスグループにおけるグリーン購入推進の手引き 

 

東京ガスグループでは、工事、役務、および原料・製品・部材等 （以下、購入物という）の調達・

購入にあたり、本手引きに沿って、「コスト」「品質」「納期」等の条件に「環境性」の観点を加え、

グリーン購入を推進する。 

 

1.グリーン購入の目的 

1.1 省エネルギーや廃棄物削減など事業活動における環境負荷の低減のみならず、事業活動

の上流側についてグリーン購入を推進することにより、環境負荷を総合的に低減し、地

球環境保全と循環型社会構築に積極的かつ継続的に貢献することを目的とする。 
 
 
 

2.購入物選定時の配慮事項 

2.1.  購入物の調達・購入にあたっては、グリーン購入ネットワーク（GNP）の「基本原則」

に準じ、次の通り、資源採取から廃棄までのライフサイクルにおける多様な環境への負

荷を考慮して選定する。 
 

2.1.1  環境負荷物質等の削減  

環境や人の健康に被害を与えるような物質の使用及び放出が削減されていること。また、

法令等で指定された化学物質の適切な管理をしていること。 
 

2.1.2  省資源・省エネルギー 

製造時や使用時、および工事施工時において資源やエネルギーの消費、水利用が少ない

こと。 
 

2.1.3  持続可能な資源採取・利用  

資源を枯渇しないように持続可能な方法で採取し、有効利用していること。 
 

2.1.4  長期間使用可能  

修理・部品交換の容易であること等により、長期間の使用ができること。 
 

2.1.5  再使用可能  

再使用が可能であること。 
 

2.1.6  リサイクル可能 

リサイクルが可能であること。 
 

2.1.7  再生素材の利用 

再生された素材や再使用された部品を多く利用していること。 
 

2.1.8  処理・処分の容易性 

廃棄されるときに処理や処分が容易なこと。 
 

2.1.9  廃棄物処理の適正化 

発生抑制、再利用、分別徹底等による再資源化を促進し、処理の遵法性を担保すること。 
 

2.1.10 生物多様性保全 

事業を通じて生態系に与える直接的・間接的影響を緩和すること。 
 
 



 

3.取引先選定時の配慮事項 

3.1   取引先の選定においては、以下の内容を織り込んだ環境マネジメントシステム（EMSを 

構築している等、環境保全活動に意欲的に取り組んでいる事業者を評価する。 
 

3.1.1  環境理念・方針の設定 
 

3.1.2  環境担当組識の設置 
 

3.1.3  環境関連法規制の遵守 
 

3.1.4  事業活動における環境負荷の把握 
 

3.1.5  環境に関する情報の開示 
 

3.1.6  地域やNGOと連携した環境保全活動 
 

3.1.7  グリーン調達の推進 
 

3.1.8  取引先に対する環境保全活動の要請 
 
 
 

4.環境情報の入手・活用 

4.1   購入物や製造・販売事業者に関する環境情報を積極的に入手し、整理・分析のうえ、東 

京ガスの調達部門が共有することにより、グリーン購入の適切な運用に活用していく。 
 
 
 

5.グリーン購入実施の留意点 

5.1   東京ガスの調達部門は、購入物の調達・購入にあたり、「品質」「納期」等の条件が要求 

を満たす場合には、コストアップにならないように配慮しつつ、環境負荷のより少ない 

購入物を優先して購入する。 

以上 


